
 

 

 

 

削減対策事例集(産業部門) 

※本事例集では、例として都市ガスの熱量換算係数を 0.0411GJ/ｍ3 として
計算していますが、実際の計算に当たっては、当該事業所で使用している都
市ガスの熱量換算係数を使用してください（東京ガス供給の都市ガスの熱
量換算係数は平成 18 年 2 月 20 日以前は 0.046GJ/ｍ3、平成 18 年 2 月
21 日以降の熱量は 0.045GJ/ｍ3 です）。  



削減対策事例集について 
 

１．削減対策事例集の地球温暖化対策計画書制度での位置づけ 

削減対策事例集は、計画書提出事業者が計画書の作成にあたって行う「削

減対策の選定」及び「削減効果の算定」等の作業を支援するツールのひとつ

であり、東京都地球温暖化対策指針（以下、「指針」という。）第２（１）に

おいて次のような主旨で定義されている。 

[指針での定義] 

「削減対策の削減量を算定するための要素（削減対策の対象となる設備

等の規模、稼動時間及びエネルギー変換効率）の値を決定するにあたっ

て参考とするもので、削減対策の概要及び、削減対策の削減量の算出方

法等の事例 について知事が別に示すもの」 

 

２．使用方法 

計画書提出事業者が、点検表及びメニュー集（別の支援ツール）により、

自らの事業所において「取組むべき」と判断した削減対策の削減効果の見込

み（削減量・削減率）を算出するときに、その削減対策に対応した対策事例

を本事例集で参照し、記載されている各数値や計算式を参考にする。 

また、「実施上の留意点」の記述内容を自らの事業所について検証し、削

減対策の対策レベルの判別や、対策実施の可否についての検討材料とする。 

 

３．各項目の説明（主なもの） 

［分類］ 

指針別表第４の分類に対応している。 

 

［削減対策の概要］ 

［現状］ 

削減対策の対象となる設備・機器の、削減対策に関わる現状について

記述している。 

 

［実施上の留意点］ 

主に、削減対策を実施することによって、温室効果ガス削減以外の影響

が生じうる事柄（いわば副作用）について記述している。 
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①省エネ量 

(原油換算) 

293(千 kWh) 

74kL 

③CO2 削減率 1.6 (％)

② CO2 削減量 113.0 (ｔ) ④削減額 4389.4(千円)

大分類 36 ポンプ、ファン、ブロワー、コンプレッサー等 

中分類 07 電気の動力、熱等への変換の合理化に関する措置 

基本対策 
（設備導入等

対策） 細分類 03 コンプレッサー運転台数の自動制御装置等の導入 

削減対策名 コンプレッサーの台数制御の導入 

〔削減対策の概要〕 

＜現状＞ 

 55kW×3 台、37kW×1 台があり、負荷に係らず 4台とも稼働している。それぞれの負荷を調べたとこ

ろ、平均して 40%～75%で稼動していた。しかし電力の無駄が多い。 

 

＜対策の概要＞ 

 55kW 2 台を 100%負荷運転とし、負荷変動分を 37kW のコンプレッサーで賄い、高負荷時 55kW×2 台

＋37kW の運用とし不足する時のみ 55kW×1 台を動かすこととする。 

 

 

 

〔削減対策の効果〕 

＜削減対策によるエネルギー削減量及び削減額＞ 

詳細を補足に記載する。 

 

現在、55kW×2 台の負荷率が 75％、55kW1 台は 70％、37kW1 台が 40％の負荷率である。 

現状の電力使用計＝182.6kW 

 

効果＝現状－台数制御電力使用計 

＝182.6kW－（55kW×2 台＋33.3kW）＝182.6kW－143.3kW＝39.3kW 

 年間稼働率＝85％、 

39.3kW×8760hr×0.85×15 円/kWh＝292627.8kWh/年×15 円/kWh＝4389.4 千円/年 

原油換算：292627.8kWh/年×0.254kL/千 kWh＝74.327kL/年＝74kL/年 

 

  

  

 

 

〔地球温暖化対策効果〕 

＜温室効果ガス削減量＞ 

292627.8kWh/年×0.386tCO2/千 kWh＝113.0ｔCO2/年 

 

＜温室効果ガス削減率＞ 

113.0tCO2/年／6980tCO2/年×100＝1.62％＝1.6％ 

 

備考 

（係数等） 

・温室効果ガス排出係数 0.386tCO2/千 kWh 

・エネルギー単価 15.0 千円/千 kWh 
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＜補 足＞ 
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図 スクリューコンプレッサーの特性とインバータ式高効率型特性 

 

表 NO1～NO4 コンプレッサーの運用実績（現状と台数制御比較表） 

現状 台数制御  コンプレッサ

ー仕様 平均負荷 

容量 

動力負荷 電力値 負荷設定 

 

動力負荷  

NO1 

 

55kW 75% 

(41.25kW) 

93% 51.2kW 100％ 100％ 55kW 

 

NO2 

 

55kW 75% 

(41.5kW) 

93% 51.2kW 100％ 100％ 55kW 

 

NO3 55KW 70% 

(38.5kW) 

90% 49.5kW 0 0 0 

NO4 37kW 40% 

(14.8kW) 

83% 30.7kW 70％ 90％ (33.3kW) 

 

  135.8kW  182.6kW   143.3kW 

 

(1)現状の電力使用計＝182.6kW と台数制御での比較（効果） 

(現状の負荷容量計 135.8kW)－55kW×2 台＝25.8ｋW、より 37kW を動かし、その時 37kW コンプレッサーの

負荷率は、25.8kW/37kW＝0.697 であり、その時の動力比は 0.90×37kW＝33.3kW となる。 

効果＝現状－台数制御電力使用計 

＝182.6kW－（55kW×2 台＋33.3kW）＝182.6kW－143.3kW＝39.3kW 

 年間稼働率＝85％、 

39.3kW×8760hr×0.85×15 円/kWh＝292627.8kWh/年×15 円/kWh＝4389.4 千円/年 

原油換算：292627.8kWh/年×0.254kL/千 kWh＝74.3kL/年＝74kL/年 
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①省エネ量 

(原油換算) 

212.5(MWh) 

（53.975 kL） 

③CO2 削減率 2 (％)

② CO2 削減量  100.0(ｔ) ④削減額  3,900(千円)

大分類 38 照明設備 

中分類 07 電気の動力、熱等への変換の合理化に関する措置 

基本対策 
（設備導入等

対策） 細分類 51 電子回路式安定器及び高周波点灯方式の蛍光ランプ等の導入 

削減対策名 蛍光灯の Hf 化 

〔削減対策の概要〕 

＜現状＞ 

工場照明は蛍光灯が主体である。（40W 2 灯式、約 2,000 セット）。 

 

＜対策の概要＞ 

高効率の Hf 型に安定器を更新して、効率を向上させる。 

 

＜実施上の留意点＞ 

特になし 

〔削減対策の効果及び費用〕 

＜削減対策によるエネルギー削減量及び削減額＞ 

 

―― 110W２灯式安定器の諸元 ―― 

Hf 安定器に更新することにより、40W×２灯式＝80W が照度は変わらず 64W に削減可能である。

安定器の消費電力を 10%とすれば、現状 88W が 70W（照明 64W＋安定器 6W）に削減できる 

（削減率＝20%）。 

 

現状消費電力量：88W×2000 セット×7395h/年＝1301.5 千 kWh/年 

 

削減出力量：1301.5 千 kWh/年×0.2＝260 千 kWh/年 

 

節約金額：260 千 kWh/年×15 千円/千 kWh＝3,900 千円/年 

 

 

〔地球温暖化対策効果〕 

＜温室効果ガス削減量＞  

260MWh/年×0.386ｔCO2/MWh＝100.36ｔ/年＝100ｔ/年 

 

 

＜温室効果ガス削減率＞  

100/4914ｔCO2×100＝2 ％ 

 

 

備考 

（係数等） 

・温室効果ガス排出係数 0.386 ｔCO2/MWh 

・エネルギー単価    15.0 円/kWh 
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〔削減対策の概要〕 

＜現状＞ 

  屋外照明用に水銀灯を使用しているが、一般照明であり、高効率のランプ・器具に変更できる。

 

＜対策の概要＞ 

 照明の対象や範囲等を考慮して、高効率ランプに交換する。 

 

＜実施上の留意点＞ 

 演色性が劣るのでテストをすることが望ましい。ランプの互換性についてはメーカー確認のこと。

 

〔削減対策の効果及び費用〕 

＜削減対策によるエネルギー削減量及び削減額＞ 

本工場には 700W が７灯 と 400W が 7 灯あるとして検討する。   

灯数を変えない条件で検討する（詳細は補足を参照）。 

水銀灯 700W(41000lm，58lm/W)を高圧ナトリウム灯 360W(47000lm，130lm/W)へ、 

水銀灯 400W(22000lm，55lm/W)を高圧ナトリウム灯 220W(26500lm，120lm/W)へ交換する。 

 

●削減電力量 

(700W＋400W)×7 灯－(360W＋220W)×7 灯＝3.64kW の削減 

点灯時間を操業日の 10 時間とすると 280 日×10H=2800H 

節減電力量：3.64×2800H＝10,192kWh 

（原油換算：10,192kWh×0.254kL/MWh＝2.59kL/年） 

 

●削減電気料金 

 10,192kWh/年×14.4 円=147 千円/年（基本料金込みの単価） 

 

〔地球温暖化対策効果〕 

＜温室効果ガス削減量＞ 

10,192kWh×0.386kgCO2/kWh=3,934kg CO2/年＝3.9ｔCO2/年 

 

＜温室効果ガス削減率＞ 

3.9ｔCO2/年／4790.2tCO2/年(事業所全体)×100＝0.08% 

 

備考 

（係数等） 

・温室効果ガス排出係数 電力：0.386（kg CO2/kW） 

・エネルギー単価  購入電力：14.4 円/kWh   

① 省エネ量 

(原油換算) 

 100.2(GJ)  

 (2.59kL) 

③CO2 削減率 0.08 (％)

② CO2 削減量 3.9 (ｔ) ④削減額 147(千円)

 

大分類 38 照明設備 

中分類 07 電気の動力、熱等への変換の合理化に関する措置 

基本対策 

（設備導入等

対策） 細分類 52 高輝度放電ランプ等効率の高いランプの導入 

削減対策名 屋外照明の高効率化 
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＜補 足＞ 

 

 屋外一般照明では演色を重視しなければ、一般的な高圧ナトリウム灯がよく使用される。当工場も

場内及び設備機器への照明であり、演色性を改善したいろいろなランプがあるが高圧ナトリウム灯が

良いと思う。 

 照明範囲や照度分布を現在と大きく変えずに(灯数を変えず)改善する。 

 メーカーにより器具や安定器の流用性に若干の違いがあるが、標準的に示す。 

          ランプ等比較表（メーカー資料による） 

 水銀灯 700W 高圧ﾅﾄﾘｳﾑ灯 360W 水銀灯 400W 高圧ﾅﾄﾘｳﾑ灯 220W 

光束（lm） 41000 47000 22000 26500 

寿命（H） 12000 12000 12000 12000 

色温度（K） 3900 2050 (ｵﾚﾝｼﾞ系) 3900 2050 (ｵﾚﾝｼﾞ系) 

ランプ単価（円） 9200 16800 5250 15500 

安定器単価（円）  400W 水銀灯転用  11,700 

器具単価（円）  40,000  流用 

 ランプ寿命も変わらず光束もほぼ同じランプは 360W と 220W になる。 

 

●省エネ効果： 

 (700+400)×7−(360+220)×7=3.64kW の削減 

 点灯時間を操業日は 10 時間点灯とし、休日は全消灯として試算すると 280 日×10H=2800H 

 節減電力量：3.64×2800H＝10,192kWh 

 

●削減電気料金： 

 照明負荷が基本料金に関わる場合と関わらない場合とあるが、試算上は基本料金込み単価とした。

 10,192kWh/年×14.4 円=147 千円/年 
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参 考 資 料 

 
工場又は事業場におけるエネルギーの使用の合理化に関する事業者の判断の基準（平成

15 年 1月 10 日経済産業省告示第４号）に記載されている別表第１から第５までを資料とし

て付す。 
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